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1。 研究 目的

21世 紀初頭 に訪ずれる本格的な高齢化社会 を日前 にして、誰 しもが健康で
生 き甲斐のある人生を過 ごす ことができるような長寿・福祉社会を実現するこ

とが これか らの最重要課題である。 こうした社会 を実現す るためには1す べて
の人が人間 として尊重 されることを基本に、社会か らのサー ビスを平等 に享受

でき、 しか も、意欲や能力に応 じて自らの意志で社会 に参加できる機会 を与え

られることが必要である。すなわち、高齢者や障害者 を含むすべての人が安全

かつ快適 に行動できるやさしいまちづ くりが多 くの人 々か ら切望 されているの

である。 いわゆるノーマライゼーション社会の形成である。

そのようなまちづ くりのためには、高齢者や障害者な どの機能低下 に応 じた

姿勢や動作 に関する諸特性 について十分に把握 してお く必要がある。 これまで

にも、人間の姿勢制御のメカニズムや生理的特性 についての基礎的研究が行な

われている。 しか しなが ら、それ らの研究 は必ず しも高齢化社会を前提 とした

ものではない。本研究では、や さしい生活環境の整備のための高齢者の姿勢 と

動作 に関する基礎的諸特性 を把握 0整 理 し、今後の各種の施策 に資することを

目的 とした。
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